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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示手段及び第２表示手段を備えるとともに、
　前記第２表示手段の近傍で動作する可動部を有した可動手段と、
　前記第１，２表示手段の表示、及び、前記可動手段の動作、を制御する制御手段と、
　を備えて構成される遊技機であって、
　前記可動部が、
　第１回転運動して前記第２表示手段の周囲を回る構成とするとともに、
　前記第１回転運動と同期して第２回転運動して、同じ姿勢で前記第２表示手段の周囲を
回る構成とし、
　前記可動部の前記第１回転運動と前記第２回転運動とが、前記制御手段に作動を制御さ
れる一つの駆動源の駆動力により動作される構成としていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　待機位置から繰出位置まで繰出可動部位を移動させるように、前記制御手段に動作を制
御される繰出手段を備え、
　前記第２表示手段と前記可動手段とが、繰出移動体として一体的に移動可能に、前記繰
出可動部位に保持され、
　前記可動手段の待機位置からの繰出時に、前記可動部が、前記第２表示手段の周囲を回
ることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１表示手段と第２表示手段とを備えて構成される遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、二つの表示手段、例えば、二つの画像表示器を備えた遊技機では、演出時、待機
位置から繰出位置まで、小さな表示画面の第２画像表示器を移動させ、また、その第２画
像表示器の近傍に、可動役物を繰り出すものがあった（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－５６９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の遊技機では、第２画像表示器の近傍に繰り出される可動役物が、単に、
第２画像表示器とずれて移動するものであり、面白みに欠けていた。
【０００５】
　本発明は、上述の課題を解決するものであり、第２表示手段の近傍に配置される可動役
物の動作が第２表示手段と一体的に目視されて、遊技者の目を楽しませて遊技することが
できる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　＜請求項１の説明＞
　本発明に係る遊技機は、第１表示手段及び第２表示手段を備えるとともに、
　前記第２表示手段の近傍で動作する可動部を有した可動手段と、
　前記第１，２表示手段の表示、及び、前記可動手段の動作、を制御する制御手段と、
　を備えて構成される遊技機であって、
　前記可動部が、
　第１回転運動して前記第２表示手段の周囲を回る構成とするとともに、
　前記第１回転運動と同期して第２回転運動して、同じ姿勢で前記第２表示手段の周囲を
回る構成とし、
　前記可動部の前記第１回転運動と前記第２回転運動とが、前記制御手段に作動を制御さ
れる一つの駆動源の駆動力により動作される構成としていることを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る遊技機では、制御手段の制御により、可動手段としての可動役物装置にお
ける可動部としての可動役物が、第１回転運動して第２表示手段の周囲を回転（旋回、公
転）するため、遊技者が、第２表示手段の周囲を旋回する可動役物（可動部）と第２表示
手段とを同時に目視できて、楽しく遊技することができる。
【０００９】
　そして、本発明に係る遊技機では、旋回時の可動役物（可動部）が、第２回転運動して
第２表示手段の周囲で、同じ姿勢で回転するため、可動役物の表示する文字や柄が、遊技
者に見易くなって、可動役物の演出動作と第２表示手段の演出表示とを、一層、遊技者に
印象付けることができる。
　そしてさらに、本発明に係る遊技機では、可動部としての可動役物を旋回させる第１回
転運動の駆動源と、可動役物を自転させる第２回転運動の駆動源とを別々に配設せずに、
一つの駆動源で可動役物を動作させることができて、可動手段としての可動役物装置の構
成を簡便にすることができる。
【００１０】
　＜請求項２の説明＞
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　本発明に係る遊技機では、待機位置から繰出位置まで繰出可動部位を移動させるように
、前記制御手段に動作を制御される繰出手段（繰出装置）を備え、
　前記第２表示手段と前記可動手段（可動役物装置）とが、繰出移動体として一体的に移
動可能に、前記繰出可動部位に保持され、
　前記可動手段（繰出装置）の待機位置からの繰出時に、前記可動部（可動役物）が、前
記第２表示手段の周囲を回る構成とすることが望ましい。
【００１１】
　このような構成では、可動手段としての可動役物装置と第２表示手段とが、繰出移動体
として待機位置から繰出位置まで一体的に繰り出され、そして、可動部としての可動役物
が、第２表示手段の周囲を旋回できるため、遊技者は、一体的に繰り出される第２表示手
段と可動役物装置とを目視でき、かつ、第２表示手段の周囲を旋回する可動役物も目視で
きて、一層、楽しく遊技することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る遊技機では、第２表示手段の近傍に配置される可動役物の動作が第２表示
手段と一体的に目視されて、遊技者は楽しんで遊技することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る一実施形態のパチンコ遊技機の概略正面図である。
【図２】実施形態のパチンコ遊技機における前面枠を除いた概略正面図である。
【図３】実施形態の可動役物装置の動作を順に示す概略正面図である。
【図４】実施形態の可動役物装置の動作を順に示す概略正面図であり、図３のＢの後の状
態を示す。
【図５】実施形態の第２表示手段としての第２画像表示器及び可動役物装置を一体的に組
み付けた繰出移動体と、繰出装置と、の概略平面図である。
【図６】実施形態の繰出移動体と繰出装置との概略右側面図である。
【図７】実施形態の第２画像表示器と可動役物装置とを一体的に組み付けた繰出移動体の
正面側から見た概略斜視図であり、可動役物が順次旋回する状態を示す。
【図８】実施形態の繰出移動体の背面側から見た概略斜視図であり、可動役物が順次旋回
する状態を示す。
【図９】実施形態の繰出移動体の正面側から見た概略分解斜視図である。
【図１０】実施形態の繰出移動体の背面側から見た概略分解斜視図である。
【図１１】実施形態の繰出移動体の背面側から見た概略分解斜視図であり、図１０の状態
から可動役物が旋回した状態を示す。
【図１２】実施形態の可動役物の背面側から見た概略分解斜視図である。
【図１３】実施形態の可動役物装置の可動役物を保持する役物装置本体側の正面側から見
た概略分解斜視図である。
【図１４】実施形態の可動役物装置の役物装置本体側における背面側から見た概略分解斜
視図である。
【図１５】実施形態の可動役物装置の可動役物を保持する保持部の正面側から見た分解斜
視図である。
【図１６】実施形態の可動役物装置の可動役物を保持する保持部の背面側から見た分解斜
視図である。
【図１７】実施形態の可動役物装置の回転基板部の正面側から見た分解斜視図である。
【図１８】実施形態の可動役物装置の回転基板部の背面側から見た分解斜視図である。
【図１９】実施形態の遊星歯車機構の動作を説明する概略背面図である。
【図２０】実施形態の遊星歯車機構の動作を説明する概略背面図であり、可動役物が旋回
軌道の上側中央付近を通過する状態を示す。
【図２１】可動役物の移動時における回転基板部に設けた各リンク片の動作状態を説明す
る背面図であり、回転基板部のギヤ取付板部を取り外した状態を示す。
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【図２２】実施形態の可動役物の停止時のセンシングを説明する背面図である。
【図２３】実施形態の可動役物の停止時におけるセンシングを説明する概略横断面図であ
る。
【図２４】実施形態の繰出装置の概略分解斜視図である。
【図２５】実施形態の繰出装置の概略正面図であり、繰出可動部位（繰出移動体）が待機
位置に配置されている状態を示す。
【図２６】実施形態の繰出装置の動作を説明する概略正面図である。
【図２７】実施形態の繰出装置の動作を説明する概略正面図であり、図２６の後の状態を
示す。
【図２８】実施形態の繰出装置の動作を説明する概略正面図であり、繰出可動部位（繰出
移動体）が繰出位置に配置された状態を示す。
【図２９】実施形態のパチンコ遊技機の電気系統のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（１）パチンコ遊技機の構造
　実施形態のパチンコ遊技機１０は、図１に示すように、遊技機枠１１の内部に遊技盤１
５を取り付けて構成される。遊技機枠１１は、外枠１２、内枠１３、及び、前面側のガラ
ス扉部１４、を備える。外枠１２は、パチンコ遊技機１０の外郭部となる枠体であり、内
枠１３は、遊技盤１５が取り付けられる枠体であり、ガラス扉部１４は、遊技盤１５を保
護するとともに発射ハンドル４３等が配設される前枠である。ガラス扉部１４は、遊技盤
１５の前面側における遊技球の転動する遊技領域１６や遊技球の転動を予定していない非
遊技領域１７を目視できるように、それらの前側を覆う透明なガラス部１４ａと、そのガ
ラス部１４ａの下方の皿ユニット部１４ｂとを備える。
【００１７】
　ガラス扉部１４は、外枠１２や内枠１３に対してヒンジ１１ａによりそれぞれ回動自在
とされ、内枠１３は、外枠１２とガラス扉部１４とに対してヒンジ１１ａによりそれぞれ
回動自在としている。
【００１８】
　ガラス扉部１４の前面側には、図１に示すように、ガラス部１４ａの下方の皿ユニット
部１４ｂに、球受け皿４２、発射ハンドル４３、皿球抜きボタン４４、通路球抜きボタン
４５、演出ボタン４６、及び、演出キー４７が、配設されている。また、ガラス扉部１４
の前面側には、上部側にスピーカ４８や枠ランプ４９が配設されている。
【００１９】
　遊技盤１５には、発射ハンドル４３の操作により発射された遊技球が転動する遊技領域
１６が、レール部材３５で囲まれて形成されている。遊技領域１６には、遊技球を誘導す
る多数の図示しない障害釘や風車が突設され、さらに、盤ランプ５０が埋設されている。
【００２０】
　遊技領域１６の中央には、略円環状に囲む枠体部１８ａを備えたセンター役物装置１８
が、配設されている。センター役物装置１８には、中央の後部側に、液晶画面１９ａを設
けた第１表示手段としての第１画像表示部１９が、配設されている。第１画像表示部１９
は、大当りや外れ等の各種演出を液晶画面１９ａに表示する。これらの各種演出は、大当
り抽選に基づいて、後述する演出制御部９０（図２９参照）で選択された所定の演出パタ
ーンにより、第１画像表示部１９の画像演出とともに、枠ランプ４９や盤ランプ５０の点
灯・消灯、スピーカ４８からの効果音、そして、後述する第２表示手段としての第２画像
表示部２０の画像演出、第２画像表示部２０や後述する可動役物装置１１０の繰出動作、
さらに、可動役物装置１１０における可動役物２４１，２４２の第２画像表示部２０の周
囲を旋回・自転する動作、が合わせて行われる。第２画像表示部２０は、中央の液晶画面
２０ａに画像演出を表示する。
【００２１】
　センター役物装置１８の枠体部１８ａの左部には、入口から遊技球を流入させ、出口か
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らステージ部１８ｃへ遊技球を流出させるワープ部１８ｂが配設されている。枠体部１８
ａの下部のステージ部１８ｃは、ワープ部１８ｂから流入した遊技球を、上面で転動させ
て、後述する第１始動口２２へと案内したり、あるいは、そのまま、第１始動口２２の上
方より左右にずれた位置から、落下させる。
【００２２】
　センター役物装置１８の枠体部１８ａの上枠部１８ｄにおける第１画像表示部１９の液
晶画面１９ａの前側には、第２画像表示部２０と可動役物装置１１０とからなる繰出移動
体１０８が配設されている（図１～４参照）。繰出移動体１０８は、上枠部１８ｄ内に配
設された後述する繰出装置３００の繰出可動部位３５０に取り付けられており、上枠部１
８ｄに一体化するような待機位置Ｐ０から第１画像表示部１９の液晶画面１９ａの中央の
繰出位置Ｐ１まで、繰り出されるように構成されている。
【００２３】
　また、遊技領域１６の左右方向における中央下部には、始動入賞装置２１が設けられ、
始動入賞装置２１は、上方側の第１始動口２２と、下方側の電動チューリップ（電チュー
）２４により開閉される第２始動口２３と、を備えている。電チュー２４は、電チューソ
レノイド２４ａ（図２９参照）により駆動される。さらに、遊技領域１６には、右下方に
、大入賞装置２６が設けられ、大入賞装置２６は、大入賞口２７と、大入賞口ソレノイド
２６ａ（図２９参照）により動作する開閉部材２６ｂとを備える。大入賞口２７は、開閉
部材２６ｂにより開閉される。また、遊技領域１６には、遊技球を通過可能なゲート２８
と、複数の普通入賞装置２９とが設けられている。各普通入賞装置２９に入った遊技球は
、その普通入賞装置２９内の普通入賞口３０に入賞する。さらに、遊技領域１６の下端に
は、入賞しなかった遊技球が排出されるアウト口３３が配設されている。
【００２４】
　遊技領域１６の外側には、図２に示すように、普通図柄表示器３７、第１特別図柄表示
器３９ａ、第２特別図柄表示器３９ｂ、及び、状態表示器４１が設けられるとともに、普
通図柄保留ランプ３８、第１特別図柄保留ランプ４０ａ、第２特別図柄保留ランプ４０ｂ
、が設けられている。
【００２５】
　第１特別図柄表示器３９ａ、第２特別図柄表示器３９ｂは、それぞれ、遊技球の第１始
動口２２や第２始動口２３への入賞を契機として行われる大当たり抽選の結果を、変動表
示を経て停止表示された図柄により報知するものである。第１特別図柄表示器３９ａ、第
２特別図柄表示器３９ｂに停止表示された図柄が大当たり図柄であれば、大入賞口２７を
所定回数開閉する特別遊技状態としての大当たり遊技が行われる。
【００２６】
　普通図柄表示器３７は、ゲート２８への遊技球の通過を契機として行われる普通図柄抽
選の結果を、変動表示を経て停止表示される普通図柄により報知するものである。停止表
示された普通図柄が当たり図柄であれば、所定時間及び所定回数、電チュー２４を開く補
助遊技が行われる。
【００２７】
　（２）パチンコ遊技機の電気系統
　実施形態のパチンコ遊技機１０の電気系統について説明すると、図２９に示すように、
実施形態のパチンコ遊技機１０は、メイン制御部６０、払出制御部７０、及び、サブ制御
部８５を備えてなる。サブ制御部８５は、演出制御部９０、画像音響制御部９５、及び、
ランプ制御部１００を備えている。以下、各制御部をさらに説明する。
【００２８】
　１．メイン制御部
　メイン制御部６０は、ＣＰＵ６１、ＲＯＭ６２、ＲＡＭ６３、及び、図示しない入出力
インターフェース（Ｉ／Ｏ）等を備えて構成される。ＣＰＵ６１は、メイン制御処理やタ
イマ割込処理等のパチンコ遊技機１０の遊技の進行に関する各種プログラムを実行する。
ＲＯＭ６２には、ＣＰＵ６１が各処理を実行するために必要となるプログラム等が記憶さ
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れている。ＲＡＭ６３は、ＣＰＵ６１の作業用メモリ等として使用される。
【００２９】
　なお、ＣＰＵ６１が各種プログラムを実行することによりＲＡＭ６３にセットされたデ
ータは、所定のタイミングでメイン制御部６０に接続された各部位に対して送信される。
すなわち、メイン制御部６０は、ＣＰＵ６１がＲＡＭ６３をワークエリアとして使用しな
がら、ＲＯＭ６２に記憶された各種プログラムを実行することによって、パチンコ遊技機
１０の遊技の進行を制御する。
【００３０】
　また、メイン制御部６０には、第１始動口２２内に設けられて第１始動口２２に入賞し
た遊技球を検出する第１始動口ＳＷ（スイッチ）２２ａ、第２始動口２３内に設けられて
第２始動口２３に入賞した遊技球を検出する第２始動口ＳＷ２３ａ、電チュー２４を駆動
する電チューソレノイド２４ａ、ゲート２８内に設けられてゲート２８を通過した遊技球
を検出するゲートＳＷ２８ａ、大入賞口２７内に設けられて大入賞口２７に入賞した遊技
球を検出する大入賞口ＳＷ２７ａ、開閉部材２６ｂを駆動する大入賞口ソレノイド２６ａ
、各普通入賞口３０内にそれぞれ設けられてその普通入賞口３０に入賞した遊技球を検出
する普通入賞口ＳＷ３０ａ、第１特別図柄保留ランプ４０ａ、第２特別図柄保留ランプ４
０ｂ、普通図柄保留ランプ３８、第１特別図柄表示器３９ａ、第２特別図柄表示器３９ｂ
、普通図柄表示器３７がそれぞれ接続され、図１５に矢印で示すように、各スイッチから
はメイン制御部６０に信号が入力され、各ソレノイドやランプ等にはメイン制御部６０か
ら信号が出力される。
【００３１】
　そして、メイン制御部６０は、大当たり抽選（第１始動口２２への入賞による第１大当
たり抽選と、第２始動口２３への入賞による第２大当たり抽選とがある）や普通図柄抽選
の抽選結果に基づいて、第１特別図柄表示器３９ａ、第２特別図柄表示器３９ｂ、及び、
普通図柄表示器３７に対応する図柄を変動表示させ、所定時間経過後に、図柄を停止表示
させる。そして、メイン制御部６０は、普通図柄抽選の抽選結果に基づいて電チューソレ
ノイド２４ａの駆動を制御し、また、大当たり抽選の抽選結果に基づいて大入賞口ソレノ
イド２６ａの駆動を制御する。
【００３２】
　さらに、メイン制御部６０は、演出制御部９０や払出制御部７０にも接続され、それぞ
れに対して各種コマンドを送信する。例えば、メイン制御部６０は、大当たり抽選をおこ
なうと、演出制御部９０に対して変動開始コマンドを送信する。変動開始コマンドには、
大当たり抽選の抽選結果（停止表示させる特別図柄の種類）、現在の遊技状態、大当たり
抽選の抽選結果を示すまでに特別図柄を変動表示させる時間（以下「変動時間」という）
等を示す情報が含まれる。
【００３３】
　さらに、メイン制御部６０は、各入賞口（始動口２２，２３、大入賞口２７、普通入賞
口３０）へ入賞した遊技球を検出すると、払出制御部７０に対して賞球コマンドを送信す
る。賞球コマンドには、払い出させる賞球の個数等を示す情報が含まれる。また、メイン
制御部６０は、払い出し監視のために払出制御部７０からの信号も受信する。
【００３４】
　さらにまた、メイン制御部６０には、ホールに設置されたホストコンピュータに対して
各種の情報を送信する盤用外部情報端子基板１０５が接続されている。メイン制御部６０
は、払出制御部７０から取得済みの払い出した賞球数の情報やメイン制御部６０の状態等
の情報を、盤用外部情報端子基板１０５を介して、ホストコンピュータに送信する。
【００３５】
　２．サブ制御部
　サブ制御部８５は、演出制御部９０、画像音響制御部９５、及び、ランプ制御部１００
から構成され、パチンコ遊技機１０の演出内容を制御する。演出制御部９０は、メイン制
御部６０から受信したコマンド（例えば変動開始コマンド）に基づいてサブ制御部８５全
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体を制御する。画像音響制御部９５は、演出制御部９０からの指示に基づき、画像や音響
の制御を行う。ランプ制御部１００は、遊技盤１５や遊技機枠１１等に設けられたランプ
４９，５０の点灯や、前述した可動役物装置１１０や繰出装置３００の動作を制御する。
【００３６】
　２．１．演出制御部
　演出制御部９０は、ＣＰＵ９１と、ＲＯＭ９２と、ＲＡＭ９３と、ＲＴＣ（リアルタイ
ムクロック）９４と、図示しない入出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）等を備えて構成され
る。
【００３７】
　ＣＰＵ９１は、演出タイマ割込処理等の演出制御部９０全体を制御するための各種プロ
グラムを実行する。ＲＯＭ９２には、ＣＰＵ９１が実行するために必要となるプログラム
等が記憶されている。ＲＡＭ９３は、ＣＰＵ９１の作業用メモリ等として使用される。Ｃ
ＰＵ９１がプログラムを実行することによりＲＡＭ９３にセットされたデータは、所定の
タイミングで画像音響制御部９５やランプ制御部１００に対して送信される。
【００３８】
　すなわち、演出制御部９０は、ＣＰＵ９１がＲＡＭ９３をワークエリアとして使用しな
がら、ＲＯＭ９２に記憶されたプログラムを実行することによって、サブ制御部８５全体
を制御する。そして例えば、演出制御部９０は、変動開始コマンドに基づいて、特別図柄
の変動表示に合わせて実行する演出を決定し、画像音響制御部９５やランプ制御部１００
に所定の演出を行なうようにコマンドを出力する。
【００３９】
　ＲＴＣ９４は、日時を計測しており、パチンコ遊技機１０の電源が遮断されても図示し
ないバックアップ電源により計測動作を継続する。
【００４０】
　また、演出制御部９０には、演出ボタン４６の演出ボタン検出ＳＷ４６ａが接続されて
いる。演出ボタン４６は、遊技者によって押下されると、演出ボタン検出ＳＷ４６ａの信
号が演出制御部９０へ入力される。さらに、演出キー４７のキー検出ＳＷ４７ａも演出制
御部９０に接続されている。演出キー４７は、遊技者によってキー操作されると、キー操
作に対応したキー検出ＳＷ４７ａの信号が演出制御部９０へ入力される。
【００４１】
　２．２．画像音響制御部
　画像音響制御部９５は、ＣＰＵ９６と、ＲＯＭ９７と、ＲＡＭ９８と、図示しない入出
力インターフェース（Ｉ／Ｏ）等を備えて構成される。ＣＰＵ９６は、画像・音響の生成
処理、および出力処理を実行する。ＲＯＭ９７には、画像・音響の生成処理、および出力
処理を実行するためのプログラム、該処理に必要となる背景画像・演出用の図柄（以下「
装飾図柄」という）・キャラクタ画像等の各種画像データや各種音響データ等が記憶され
ている。ＲＡＭ９８は、ＣＰＵ９６の作業用メモリ等に使用されて、第１画像表示部１９
の液晶画面１９ａや第２画像表示部２０の液晶画面２０ａに表示させる画像データやスピ
ーカ４８から出力させる音響データが一時的に格納される。例えば、ＲＡＭ９８には、第
１画像表示部１９や第２画像表示部２０に表示させる画像データが一時的に格納されるＶ
ＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ ＲＡＭ）等が含まれる。
【００４２】
　この画像音響制御部９５は、ＣＰＵ９６がＲＡＭ９８をワークエリアとして使用しなが
ら、ＲＯＭ９７に記憶されたプログラムを実行することによって、演出制御部９０からの
コマンドに基づき、第１画像表示部１９の液晶画面１９ａや第２画像表示部２０の液晶画
面２０ａに表示させる画像や、スピーカ４８から出力させる音響の制御を行なう。
【００４３】
　そして、例えば、ＣＰＵ９６は、演出制御部９０から指示されたコマンド内容に基づい
て、第１画像表示部１９や第２画像表示部２０に表示する表示内容を制御する図示しない
表示制御処理、スピーカ４８から出力される音響内容を制御する図示しない音響制御処理
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等を実行する。このときには、ＣＰＵ９６は、処理に必要な画像データおよび音響データ
をＲＯＭ９７から読み出してＲＡＭ９８に書き込む。
【００４４】
　ＲＡＭ９８に書き込まれた背景画像や装飾図柄等の画像データは、画像音響制御部９５
に接続された第１画像表示部１９や第２画像表示部２０に対して出力され、第１画像表示
部１９の液晶画面１９ａや第２画像表示部２０の液晶画面２０ａにおいて表示される。
【００４５】
　また、ＲＡＭ９８に書き込まれた音響データは、画像音響制御部９５に接続されたスピ
ーカ４８に対して出力され、音響データに基づく音響がスピーカ４８から出力される。
【００４６】
　２．３．ランプ制御部
　ランプ制御部１００は、ＣＰＵ１０１と、ＲＯＭ１０２と、ＲＡＭ１０３と、図示しな
い入出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）等を備えて構成される。ＣＰＵ１０１は、枠ランプ
４９や盤ランプ５０を点灯・消灯する制御と、可動役物装置１１０や繰出装置３００の作
動を制御するプログラムを実行する。ＲＯＭ１０２には、上記の処理を実行するために必
要となる各種プログラム、該処理に必要となるランプ点灯や、可動役物装置１１０や繰出
装置３００の作動に用いる制御データ等が記憶されている。ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０
１の作業用メモリ等に使用される。
【００４７】
　ランプ制御部１００は、具体的には、枠ランプ４９と盤ランプ５０とに接続され、演出
制御部９０からのコマンドに基づき、対応したプログラムを実行して、枠ランプ４９と盤
ランプ５０とに対し、点灯制御するデータを出力する。
【００４８】
　また、ランプ制御部１００は、可動役物装置１１０の電動モータ１３６、センサ１２４
，１２５、ＬＥＤ電飾基板２４５、及び、繰出装置３００の電動モータ３０２、センサ３
６１，３６２に接続されて、演出制御部９０からのコマンドに基づき、対応したプログラ
ムを実行して、センサ１２４，１２５，３６１，３６２からの信号を入力しつつ、電動モ
ータ１３６，３０２に対し、駆動制御するデータを出力し、また、ＬＥＤ電飾基板２４５
のＬＥＤを点灯する。
【００４９】
　そのため、実施形態では、ランプ制御部１００、画像音響制御部９５、及び、演出制御
部９０が、可動役物装置１１０と繰出装置３００の作動を制御し、さらに、第１画像表示
部１９と第２画像表示部２０との演出表示を制御することとなる制御手段（演出制御手段
）８７を構成している。
【００５０】
　そして、大当たり抽選に基づくメイン制御部６０からの所定のコマンドを受信した演出
制御手段８７の演出制御部９０が、ランプ制御部１００を制御して、大当たり発生期待度
やリーチ発展期待度を増加させるように、実施形態の可動役物装置１１０と繰出装置３０
０とを作動させる。なお、リーチ発展期待度は、リーチへ発展する割合が高くなる期待度
であり、大当たり発生期待度は、大当たりが発生する割合が高くなる期待度であって、共
に、繰出装置３００によって繰り出させた可動役物装置１１０と第２画像表示部２０との
繰出動作や、可動役物装置１１０における可動役物２４１，２４２の旋回動作が行われれ
ば、第１画像表示部１９や第２画像表示部２０の演出とともに、遊技者に大当たりやリー
チ等の期待を強く与えることとなって、遊技の趣向性を向上させることができる。
【００５１】
　３．払出制御部
　払出制御部７０は、ＣＰＵ７１と、ＲＯＭ７２と、ＲＡＭ７３と、図示しない入出力イ
ンターフェース（Ｉ／Ｏ）等を備えて構成される。ＣＰＵ７１は、払い出す賞球を制御す
る賞球制御処理を実行する。ＲＯＭ７２には、賞球制御処理に必要となるプログラム等が
記憶されている。ＲＡＭ７３は、ＣＰＵ７１の作業用メモリ等として使用される。
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【００５２】
　また、払出制御部７０は、払出部（払出駆動モータ）７５、払出球検出ＳＷ７６、球有
り検出ＳＷ７７、満タン検出ＳＷ７８、及び、発射部７９と接続される。
【００５３】
　払出制御部７０は、払出部（払出駆動モータ）７５に対して入賞時の賞球数を払い出す
制御を行なう。払出部７５は、遊技球の貯留部から所定数を払い出すための払出駆動モー
タからなる。そして、払出制御部７０は、払出部７５に対して各入賞口（第１始動口２２
、第２始動口２３、大入賞口２７、普通入賞口３０）に入賞した遊技球に対応した賞球数
を払い出す制御を行なう。
【００５４】
　また、払出制御部７０は、発射部７９に対する遊技球の発射の操作を検出して遊技球の
発射を制御する。発射部７９は、遊技のための遊技球を発射するものであり、発射ハンド
ル４３からの遊技者による遊技操作を検出するセンサや遊技球を発射させるソレノイド等
を備える。払出制御部７０は、発射部７９のセンサにより遊技操作を検出すると、検出さ
れた遊技操作に対応してソレノイド等を駆動させて遊技球を間欠的に発射させ、遊技盤１
５の遊技領域１６に遊技球を送り出す。
【００５５】
　また、払出制御部７０は、払い出す遊技球の状態を検出する各所の検出部が接続され、
賞球のための払い出し状態を検出する。これらの検出部としては、既述の払出球検出ＳＷ
７６、球有り検出ＳＷ７７、満タン検出ＳＷ７８等がある。
【００５６】
　さらに、払出制御部７０には、ホールに設置された図示しないホストコンピュータに対
して各種情報を送信する枠用外部情報端子基板１０６が接続されている。払出制御部７０
は、払出部（払出駆動モータ）７５を駆動させて払い出した賞球数の情報等を枠用外部情
報端子基板１０６を介してホストコンピュータに送信し、また、同様の情報をメイン制御
部６０にも送信する。
【００５７】
　（３）繰出装置の構造
　繰出装置３００は、図５，６、及び、図２４～２８に示すように、センター役物装置１
８の枠体部１８ａの上枠部１８ｄに取り付けられるベース板３０１、駆動源としての電動
モータ３０２、歯車機構３０３、回転板３０４、ガイドロッド３１２，３１２、スライド
レール機構３１５、原動摺動体３１９、固定側ラック３３０、従動摺動体３４０、及び、
引張りコイルばね３５２，３５２、を備えて構成されている。
【００５８】
　電動モータ３０２は、ベース板３０１に取り付けられ、作動時、歯車機構３０３を介在
させて、ベース板３０１に回動可能に支持された回転板３０４を回転させる。
【００５９】
　回転板３０４は、電動モータ３０２の作動時、可動役物装置１１０と第２画像表示部２
０とからなる繰出移動体１０８を待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１へ繰り出す際には、正面
から見て時計回り方向に回転し、待機位置Ｐ０に復帰させる際には、正面から見て反時計
回り方向に回転する。回転板３０４には、前面側に突出する係止突起３０９が設けられ、
係止突起３０９は、原動摺動体３１９の係止凹部３２２に係合されている。なお、回転板
３０４は、略１８０°回転して、繰出移動体１０８を待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１に繰
り出し、また、略１８０°逆転させて、繰出移動体１０８を繰出位置Ｐ１から待機位置Ｐ
０に復帰させる。
【００６０】
　原動摺動体３１９は、後板部３２０と前板部３２１とを備えて、両者の間の左右の上下
に、上軸支部３２５と下軸支部３２６とを介在させて、二個ずつのピニオン３２３を配設
させて構成されるとともに、後板部３２０の上縁側の左右両側に、円筒状の案内スリーブ
３２４を配設させている。
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【００６１】
　各案内スリーブ３２４には、上下方向に配置されたガイドロッド３１２が嵌挿されてい
る。そして、原動摺動体３１９は、係止凹部３２２に係止突起３０９を係合させており、
回転板３０４の回転に伴う係止突起３０９の上下動に伴なって、ガイドロッド３１２，３
１２に案内されて、上下動する。
【００６２】
　なお、ガイドロッド３１２，３１２は、ベース板３０１から突設される上支持部３１０
と下支持部３１１とに上下両端を固定されている。
【００６３】
　原動摺動体３１９の左右のピニオン３２３の間には、各ピニオン３２３に噛合させた固
定側ラック３３０が配設されている。
【００６４】
　固定側ラック３３０は、原動摺動体３１９の後板部３２０と前板部３２１との間で、原
動摺動体３１９により保持され、繰出移動体１０８の待機位置Ｐ０への配置時には、上端
３３１をベース板３０１の上支持部３１０に当接させている。但し、固定側ラック３３０
は、繰出移動体１０８の繰出位置Ｐ１への配置前に、上端３３１を上支持部３１０から離
脱させるように、原動摺動体３１９に保持されている（図２８参照）。固定側ラック３３
０は、上下方向に延びる摺動溝３３２を備え、原動摺動体３１９には、摺動溝３３２の上
縁３３３を位置規制可能な上ストッパ３２７と、摺動溝３３２の下縁３３４を位置規制可
能な下ストッパ３２８と、が形成され、固定側ラック３３０は、原動摺動体３１９に対し
て、上ストッパ３２７と下ストッパ３２８との間で、相対的に上下動可能としている。
【００６５】
　従動摺動体３４０は、原動摺動体３１９の左右のピニオン３２３における固定側ラック
３３０と反対側となる外側で、ピニオン３２３に噛合する移動側ラック３４１，３４１を
備えて構成されている。従動摺動体３４０は、原動摺動体３１９の下降移動時、上支持部
３１０に上端３３１を当接させて固定されている固定側ラック３３０に対して、ピニオン
３２３が回転することから、原動摺動体３１９の移動ストロークの２倍の移動ストローク
で、下降移動することとなる。
【００６６】
　従動摺動体３４０は、原動摺動体３１９の左右の上軸支部３２５と下軸支部３２６とに
摺動する摺動溝３４２を、左右に配設させている。従動摺動体３４０の下端の前面部位は
、繰出移動体１０８を取り付ける繰出可動部位３５０としている。繰出可動部位３５０と
原動摺動体３１９の下端との間の左右には、引張りコイルばね３５２が配設され、繰出位
置Ｐ１への配置時の繰出移動体１０８が、振動を抑制して安定して配置されるように構成
されている。また、従動摺動体３４０には、ベース板３０１から延びるスライドレール機
構３１５が連結されて、下降移動時の前後左右の揺動が防止されている。
【００６７】
　なお、繰出移動体１０８の繰出位置Ｐ１への配置時には、図２８に示すように、原動摺
動体３１９が、案内スリーブ３２４を、ガイドロッド３１２の下端を固定している下支持
部３１１に当接させ、かつ、従動摺動体３４０が、摺動溝３４２の上縁３４３を原動摺動
体３１９の上軸支部３２５に当接させて、位置規制された状態としている。ちなみに、こ
の時、固定側ラック３３０は、上端３３１をベース板３０１の上支持部３１０から離脱さ
せ、摺動溝３３２の下縁３３４を下ストッパ３２８に当接させている。
【００６８】
　また、繰出移動体１０８の待機位置Ｐ０への配置時には、固定側ラック３３０が上端３
３１を上支持部３１０に当接させた状態とし、従動摺動体３４０が上端３４５を上支持部
３１０に接近させた状態としている。
【００６９】
　なお、繰出移動体１０８の待機位置Ｐ０への配置時には、回転板３０４の外周縁に形成
された凹部３０５の一方の縁となる検知部３０６が、光電センサ等のセンサ３６１の位置
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に配置され、その際には、繰出移動体１０８が繰り出された状態から待機位置Ｐ０まで移
動して、回転板３０４が正面から見て反時計回り方向に回転し、センサ３６１が、凹部３
０５の開放状態から遮蔽状態とした信号を出力するため、ランプ制御部１００は、繰出移
動体１０８が待機位置Ｐ０に配置されたことを検出できる。
【００７０】
　また、光電センサ等からなるセンサ３６２は、回転板３０４の凹部３０５の他方の縁と
なる検知部３０７を検知するものであり、繰出移動体１０８が下降する際、可動役物２４
１，２４２が旋回し始めても周囲の枠体部１８ａと干渉しない位置まで、繰出移動体１０
８が下降していることを検知するために、配設されている。
【００７１】
　ちなみに、凹部３０５は、回転板３０４の外周縁における回転中心を基準にした略１０
０°の角度範囲に形成されている。
【００７２】
　さらに、繰出装置３００の背面側には、ベース板３０１の背面側から延びるフレキシブ
ルハーネス３６５を、不要に折り曲げないようにしつつ、蛇腹状に収納したハーネスカバ
ー３６６が配設され、このフレキシブルハーネス３６５は、繰出移動体１０８の第２画像
表示部２０や可動役物装置１１０に接続される所定の図示しないフレキシブルハーネスを
結線させた後述する配線基板１２３に、接続される。
【００７３】
　（４）可動役物装置の構造
　可動役物装置１１０は、図２～４に示すように、繰出装置３００の作動によって、第２
画像表示部２０とともに第１画像表示部１９の前方側に繰り出された後、可動役物２４１
，２４２が、第２画像表示部２０の周囲を遊技盤１５に沿って回って旋回するように、動
作する。可動役物２４１，２４２は、第２画像表示部２０の中央を回転中心（旋回中心）
ＣＯとして、正面から見て時計回り方向に回転（旋回）し、さらに、実施形態の場合、自
転しつつ旋回することから、同じ姿勢で、旋回中心ＣＯを中心として、旋回することとな
る。
【００７４】
　可動役物装置１１０は、図５～１１に示すように、可動役物２４１，２４２と、可動役
物２４１，２４２を保持して旋回と自転とを行わせる役物装置本体１１１と、を備えて構
成され、役物装置本体１１１は、取付基板部１１２、駆動機構１３５、回転基板部１４３
、保持部１９０，１９０を備えて構成されている。
【００７５】
　取付基板部１１２は、役物装置本体１１１の後面側に配設されて、第２画像表示部２０
を保持しつつ、繰出装置３００の繰出可動部位３５０にねじ止め等されて、取り付けられ
ている。取付基板部１１２は、図１４に示すように、駆動機構１３５の駆動源としての電
動モータ１３６を取り付ける取付座１１３を左下縁の後面側に配設させ、中央に、第２画
像表示部２０を取り付ける取付座１１４を配設させ、下縁の後面側に配線基板１２３を取
り付ける取付座１１５を配設させている。
【００７６】
　第２画像表示部２０を取り付ける取付座１１４は、図１３，１４に示すように、第２画
像表示部２０の後面から後方に突出する凹凸を有した略円筒状の取付軸部２０ｂ内に嵌合
される軸部１１４ａを有して、取付軸部２０ｂの端面をねじ止めしている。なお、取付座
１１４と取付軸部２０ｂとの中央の穴部には、配線基板１２３から第２画像表示部２０に
延びる図示しないフレキシブルハーネスが挿通され、さらに、キャップ１１９（図５，６
参照）が取り付けられている。取付座１１４と取付軸部２０ｂとは、旋回中心ＣＯを中央
に配置させて、配設されている。
【００７７】
　また、配線基板１２３を取り付ける取付座１１３には、図１４に示すように、繰出可動
部位３５０にねじ止めさせる取付ボス部１１５ａ，１１５ａが形成されるとともに、第１
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開口１１６と第２開口１１７とが左右に形成されている。第１開口１１６と第２開口１１
７とは、図１４，２３に示すように、配線基板１２３に設けられた光電センサ等のセンサ
１２４，１２５に、第２画像表示部２０の後面側に設けられたＬＥＤからなる光源２０ｃ
，２０ｄ（図１０，２２，２３参照）の光を透過可能に配設されている。これらの光源２
０ｃ，２０ｄやセンサ１２４，１２５は、後述するように、旋回した可動役物２４１，２
４２を減速させて所定位置に停止させるために、配設されている。
【００７８】
　また、取付基板部１１２には、図１３，１４に示すように、外周縁の４箇所に取付用貫
通孔１１８が形成されている。これらの取付用貫通孔１１８は、回転基板部１４３のリン
グギヤ１４４を基板本体部１５０をねじ止めするために利用する開口である。
【００７９】
　配線基板１２３は、カバー１２８に覆われて、取付基板部１１２の取付座１１５に取り
付けられている。配線基板１２３には、繰出装置３００側のフレキシブルハーネス３６５
が接続されるとともに、電動モータ１３６に延びる図示しないリード線や、既述の第２画
像表示部２０へ延びる図示しないフレキシブルハーネスや、後述するスリップリング機構
１３０の固定側部１３１に接続される図示しないフレキシブルハーネスが接続されている
。
【００８０】
　回転基板部１４３のリングギヤ１４４と基板本体部１５０との間には、図１３，１４に
示すように、スリップリング機構１３０が配設されている。スリップリング機構１３０は
、取付基板部１１２側にねじ止めされて固定される固定側部１３１と、回転基板部１４３
側に結合される可動側部１３２と、を備えて、可動側部１３２が、回動可能で、かつ、容
易に分離しないように、固定側部１３１と連結されている。固定側部１３１には、図示し
ないスリップリングが配設され、可動側部１３２には、スリップリングに摺動する図示し
ないブラシが配設され、電気的に両者は接続されている。
【００８１】
　可動側部１３２には、旋回中心ＣＯから両側に延びる係合腕部１３３が配設され、各係
合腕部１３３には、回転基板部１４３の基板本体部１５０に設けられた位置決め用の嵌合
突起１５５を嵌合させる嵌合孔１３４が形成されている。また、回転基板部１４３のリン
グギヤ１４４にも、位置決め用の係合腕部１３３，１３３を嵌合させる係合凹部１４６が
形成されている。
【００８２】
　駆動機構１３５は、図１３，１４に示すように、駆動源としての一つの電動モータ１３
６と、可動役物２４１，２４２を保持する保持部１９０，１９０を旋回中心ＣＯ周りで旋
回させる回転運動変換機構１４０と、保持部１９０，１９０で保持する可動役物２４１，
２４２を自転させる自転運動変換機構２２０（図１９参照）と、を備えて構成されている
。回転運動変換機構１４０と自転運動変換機構２２０とは、実施形態の場合、遊星歯車機
構２２１として構成されている。
【００８３】
　回転運動変換機構１４０は、図１３に示すように、電動モータ１３６の駆動軸１３７の
駆動ギヤ１３８に噛合する従動ギヤ１４１と、従動ギヤ１４１の回転で回転駆動される遊
星キャリアとしての回転基板部１４３と、を備えて構成されている。従動ギヤ１４１は、
駆動ギヤ１３８に噛合して、回動可能に取付基板部１１２に配設されている。
【００８４】
　回転基板部１４３は、図１３，１４に示すように、リングギヤ１４４と、基板本体部１
５０と、を備えて構成されている。基板本体部１５０は、図１７，１８に示すように、ギ
ヤ取付板部１５１と保持基板部１６０とを備えて構成されている。
【００８５】
　リングギヤ１４４は、従動ギヤ１４１に噛合する歯溝１４５を外周縁に設けた略円環状
とし、スリップリング機構１３０の可動側部１３２の係合腕部１３３，１３３と取付基板
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部１１２との間に、配設されて、基板本体部１５０のギヤ取付板部１５１に取り付けられ
ている。また、リングギヤ１４４は、既述したように、スリップリング機構１３０の係合
腕部１３３，１３３を嵌合させる係合凹部１４６を備えている。
【００８６】
　なお、回転基板部１４３は、取付基板部１１２に取付固定される第２画像表示部２０の
取付軸部２０ｂの周囲にブシュ１６９を介在させて、旋回中心ＣＯを中心として回動可能
に、取付軸部２０ｂにより支持されている。さらに、回転基板部１４３は、リングギヤ１
４４とギヤ取付板部１５１とが、スリップリング機構１３０の可動側部１３２の係合腕部
１３３，１３３を挟持して、可動側部１３２と結合され、可動側部１３２と一体的に、旋
回中心ＣＯを中心として、回動可能としている。そして、リングギヤ１４４の歯溝１４５
に噛合する従動ギヤ１４１の回転により、旋回中心ＣＯを中心として、回動することとな
る。
【００８７】
　基板本体部１５０のギヤ取付板部１５１は、図１３，１４，１７，１８に示すように、
略円環状として、保持基板部１６０の後面側に結合され、外周縁に、リングギヤ１４４を
ねじ止めする取付孔１５２を備え、また、旋回中心ＣＯを通る直径方向に、点対称として
案内溝１５３，１５３を配設させて構成されている。案内溝１５３は、後述する保持部１
９０，１９０の各内側ガイドピン部１９２，１９２を、案内する部位となる。符号１５４
の部位は、後述するリンク片１７５の配置状態を確認する開口である。また、ギヤ取付板
部１５１には、既述のスリップリング機構１３０の可動側部１３２に設けられた嵌合孔１
３４に嵌合される嵌合突起１５５が形成されている。
【００８８】
　保持基板部１６０は、第２画像表示部２０の取付軸部２０ｂをブシュ１６９を介在させ
て嵌挿させる中央孔１６７を、中央に備えるとともに、旋回中心ＣＯからギヤ取付板部１
５１の案内溝１５３，１５３の延長線上に延びるように、延設部１６４，１６４を設けた
略円環状として、ギヤ取付板部１５１の前面側に結合されている。保持基板部１６０の外
周縁には、第２画像表示部２０の光源２０ｄ、２０ｃをそれぞれ透過可能に、前後方向に
貫通するセンサ用開口１６６が、一つだけ、形成されている。
【００８９】
　また、保持基板部１６０は、ギヤ取付板部１５１の案内溝１５３，１５３と前後で重な
るように、主ガイド溝１６１，１６１を配設させ、主ガイド溝１６１，１６１と９０°ず
れた位置に、副ガイド溝１６２，１６２を配設させて構成されている。
【００９０】
　さらに、延設部１６４，１６４には、それぞれ、旋回中心ＣＯからギヤ取付板部１５１
の案内溝１５３，１５３の延長線上に延びるように、摺動溝１６５，１６５が配設されて
いる。摺動溝１６５は、主ガイド溝１６１と協働して、保持部１９０における旋回中心Ｃ
Ｏの直径方向の移動を案内する部位となる。そして、摺動溝１６５には、それぞれ、保持
部１９０の外側ガイドピン部１９３に設けられたローラ１９７（図１７参照）が摺動可能
に係合されている。なお、ローラ１９７は、図１５に示すように、鍔付きの円筒状の止め
環１９８を二つ突き合せつつ、回動可能に、外側ガイドピン部１９３にねじ止めされて構
成されている。
【００９１】
　そして、保持基板部の１６０の主ガイド溝１６１，１６１と副ガイド溝１６２，１６２
には、保持基板部１６０を間にして、略１／４円弧状に湾曲した二つずつのリンク片１７
０，１７５が配設されている。
【００９２】
　リンク片１７０，１７０は、図１７，１８，２１に示すように、保持基板部１６０の前
面側に配置されるとともに、一端側に、保持部１９０，１９０の内側ガイドピン部１９２
に回動可能に軸支される貫通孔１７１が形成されている。リンク片１７０の他端側には、
リンク片１７５のボス部１７６を挿通させる貫通孔１７３を有したボス部１７２が形成さ
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れている。ボス部１７２は、副ガイド溝１６２を摺動可能に構成されている。
【００９３】
　リンク片１７５，１７５は、保持基板部１６０の後面側におけるギヤ取付板部１５１と
の間に配設され、一端側を、既述したように、副ガイド溝１６２を摺動するリンク片１７
０のボス部１７２に挿入されて、リンク片１７０のボス部１７２に軸支され、そして、止
め環１８０をねじ止めされるボス部１７６を備え、他端に、リンク片１７０の貫通孔１７
３側を軸支するように、保持部１９０の内側ガイドピン部１９２を嵌挿させる嵌挿孔１７
８を有したボス部１７７を備えて構成されている。ボス部１７７は、主ガイド溝１６１を
摺動可能に構成されている。
【００９４】
　すなわち、これらのリンク片１７０，１７５は、組み合わされたボス部１７２，１７６
からなる補助軸部１７９と、保持部１９０の内側ガイドピン部１９２とによって環状に連
結される平行リンク機構を構成する。
【００９５】
　そして、保持部１９０，１９０は、内側ガイドピン部１９２を、リンク片１７５のボス
部１７７を介在させて、主ガイド溝１６１に摺動させ、外側ガイドピン部１９３を、ロー
ラ１９７を介在させて、摺動溝１６５に摺動させて、旋回中心ＣＯを中心とした直径方向
（放射方向）に移動可能となる。その際、リンク片１７０，１７１が、端部相互を環状に
連結させるとともに、リンク片１７０のボス部１７２（平行リンク機構の軸支部位となる
補助軸部１７９ともいえる）を副ガイド溝１６２に摺動させ、リンク片１７５のボス部１
７７（平行リンク機構の軸支部位となる内側ガイドピン部１９２ともいえる）を主ガイド
溝１６１に摺動させることから、保持部１９０，１９０相互が、同期して、旋回中心ＣＯ
側に接近したり、旋回中心ＣＯから離れることとなる（図２１参照）。
【００９６】
　保持部１９０，１９０は、図１３～１６に示すように、遊星歯車機構２２１の遊星歯車
２３０と後述する調整歯車２３５とを回動可能に保持し、また、可動役物２４１，２４２
を自転可能に保持している。保持部１９０は、それぞれ、回転基板部１４３の保持基板部
１６０の延設部１６４の前面側に配置される後支持板部１９１と、後支持板部１９１にお
ける旋回中心ＣＯから離れた外縁側の前面側に配置される前支持板部２０５と、を備えて
構成されている。
【００９７】
　後支持板部１９１は、ボス部１７７を介在させて、回転基板部１４３の主ガイド溝１６
１や案内溝１５３を摺動する内側ガイドピン部１９２と、ローラ１９７を介在させて、延
設部１６４の摺動溝１６５を摺動する外側ガイドピン部１９３と、を後方へ突設させて構
成され、さらに、前面側の旋回中心ＣＯ側に、遊星歯車２３０を軸支する軸支部１９４を
配設させ、旋回中心ＣＯから離れた側に、調整歯車２３５を軸支する軸支部１９５を配設
させて構成されている。
【００９８】
　さらに、後支持板部１９１には、旋回中心ＣＯ側の縁に、実施形態の場合には、内側ガ
イドピン部１９２の前面側に、後述するガイド部２２６に係合する係合部２００が、配設
されている。係合部２００は、前方に突出する支持ピン２０１に、回動可能に、ローラ２
０２を組み付けて構成されている。
【００９９】
　なお、保持部１９０は、前支持板部２０５をねじ止めした後支持板部１９１が、内側ガ
イドピン部１９２と外側ガイドピン部１９３とを、リンク片１７０，１７５のボス部１７
２，１７６やローラ１９７を介在させて、主ガイド溝１６１や摺動溝１６５に摺動可能と
して、回転基板部１４３に保持されている。ちなみに、実施形態では、外側ガイドピン部
１９３が、ローラ１９７をねじ止めし、ローラ１９７が、摺動溝１６５に係止させている
ことから、保持部１９０が、回転基板部１４３から外れないように、回転基板部１４３に
組み付けられている。
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【０１００】
　前支持板部２０５は、後支持板部１９１からの遊星歯車２３０と調整歯車２３５とのは
ずれを防止するように、遊星歯車２３０と調整歯車２３５との前方側を覆い、ねじ止めさ
れて後支持板部１９１に取り付けられている。前支持板部２０５は、調整歯車２３５の軸
支孔２３６を開口させる円筒状の軸支部２０６を、前方に突設させ、軸支部２０６の両側
に、先端に凹部２０８を設けた位置決め突条部２０７を、前方に突設させている。
【０１０１】
　なお、軸支部２０６内には、軸支孔２３６に嵌挿される後述の役物支持軸部２４７を回
動可能に支持するためのブシュ２１０（図１３参照）が装着されている。
【０１０２】
　自転運動変換機構２２０を構成する遊星歯車機構２２１は、図１０，１１，１９，２０
に示すように、第２画像表示部２０の後面に設けられた外歯タイプの太陽歯車２２２と、
太陽歯車２２２に噛合する遊星歯車２３０の大径歯車部２３１と、遊星歯車２３０の大径
歯車部２３１に噛合する調整歯車２３５と、を備えて構成されている。
【０１０３】
　太陽歯車２２２は、左右に半円形に歯溝を外周側に設けた半円部２２３と、左右の半円
部２２３の上下の両端相互を連結するように歯溝を設けた直線部２２４と、を備えて構成
され、取付軸部２０ｂの周囲で、左右方向に延びた長円形に歯溝を設けて構成されている
。この太陽歯車２２２の長円形状は、可動役物２４１，２４２を、第２画像表示部２０の
横長長方形の液晶画面２０ａの周囲で、液晶画面２０ａから極力離れずに、旋回させるた
めに、設定されている。換言すれば、太陽歯車２２２の長円形状は、可動役物２４１，２
４２を、第２画像表示部２０における液晶画面２０ａの周囲の横長長円形の飾り枠２０ｅ
から、極力、離れないように、旋回させるために、設定されている、ともいえる。
【０１０４】
　また、実施形態の場合、太陽歯車２２２の内側には、前方側へ凹むような凹溝状のガイ
ド部２２６が形成されている。ガイド部２２６は、保持部１９０に設けた係合部２００を
摺動させるものであり、左右両側の半円形用の円弧部２２７，２２７と、左右の円弧部２
２７，２２７の間で、左右の円弧部２２７における上下の端部相互を連結する湾曲部２２
８と、を備えて構成されている。湾曲部２２８は、取付軸部２０ｂ側に接近するように、
緩やかに湾曲するように形成されている。
【０１０５】
　なお、これらの上下の湾曲部２２８は、遊星歯車２３０（大径歯車部２３１）が太陽歯
車２２２の直線部２２４に噛合させて通過する際、保持部１９０は、旋回中心ＣＯの上下
の頂部付近を通過することとなるが、その際、係合部２００を、旋回中心ＣＯ側に接近さ
せて、円滑に通過させるために、配設されている（図２０参照）。そして、保持部１９０
の係合部２００が、ガイド部２２６を摺動することにより、保持部１９０に設けられた遊
星歯車２３０が、半円部２２３と直線部２２４との全域において、太陽歯車２２２と円滑
に噛合して、保持部１９０が、旋回中心ＣＯを中心とした横長の長円軌道として、第２画
像表示部２０の周囲を旋回できることとなる。
【０１０６】
　遊星歯車２３０は、保持部１９０の軸支部１９４に回動自在に支持され、調整歯車２３
５は、遊星歯車２３０の小径歯車部２３２に噛合して、保持部１９０の軸支部１９５に回
動自在に支持されている。
【０１０７】
　そして、遊星歯車２３０の大径歯車部２３１と小径歯車部２３２、及び、調整歯車２３
５の歯数（ギヤ比）は、回転基板部１４３に保持される保持部１９０が、第２画像表示部
２０の周囲を、一回転分、旋回する際、調整歯車２３５の中心（自転中心Ｃ１）の軸支孔
２３６に役物支持軸部２４７を嵌合させた可動役物２４１，２４２を、同じ姿勢として、
自転させるように、設定されている。
【０１０８】
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　可動役物２４１，２４２は、図１０，１２に示すように、それぞれ、前面側の装飾板２
４４と、装飾板２４４の裏面のＬＥＤ電飾基板２４５と、役物支持軸部２４７と、スリッ
プリング機構２５０と、を備えて構成されている。
【０１０９】
　ＬＥＤ電飾基板２４５は、装飾板２４４に取り付けられ、装飾板２４４の裏面側からＬ
ＥＤを点灯させて、装飾板２４４に点灯電飾効果を生じさせるために配設されている。Ｌ
ＥＤ電飾基板２４５には、スリップリング機構２５０の後述する可動側部２５３の嵌合凹
部２５４に嵌合される位置決め突起２４６，２４６が、後方に突設されている。
【０１１０】
　役物支持軸部２４７は、可動役物２４１，２４２の自転時の回転中心（自転中心）Ｃ１
となり、装飾板２４４の中央付近から、ＬＥＤ電飾基板２４５とスリップリング機構２５
０とを貫通して後方に突設され、面取り部２４８を備えて、調整歯車２３５の軸支孔２３
６に対して一体的に回動するように嵌合されている。さらに、役物支持軸部２４７は、後
端に、役物支持軸部２４７を調整歯車２３５に固定する雌ねじ２４９を備えている。雌ね
じ２４９には、皿ねじ２５６（図８参照）が締め付けられて、役物支持軸部２４７が調整
歯車２３５と結合される。
【０１１１】
　スリップリング機構２５０は、固定側部２５１と可動側部２５３とを備えて構成されて
いる。
【０１１２】
　スリップリング機構２５０は、保持部１９０の前支持板部２０５側に固定される固定側
部２５１と、可動役物２４１，２４２の装飾板２４４側に結合される可動側部２５３と、
を備えて、可動側部２５３が、回動可能で、かつ、容易に分離しないように、固定側部２
５１と連結されている。固定側部２５１には、図示しないスリップリングが配設され、可
動側部２５３には、スリップリングに摺動する図示しないブラシが配設され、電気的に両
者は接続されている。
【０１１３】
　固定側部２５１は、後方に突出し、保持部１９０の前支持板部２０５の位置決め突条部
２０７の凹部２０８に挿入される嵌合ピン２５２，２５２を備えて、嵌合ピン２５２，２
５２を凹部２０８に嵌合させて、保持部１９０と一体的に旋回中心ＣＯを中心として旋回
する。
【０１１４】
　可動側部２５３は、ＬＥＤ電飾基板２４５に突設された位置決め突起２４６を嵌合させ
る嵌合凹部２５４，２５４を備え、嵌合凹部２５４，２５４に位置決め突起２４６を嵌合
させて、可動役物２４１，２４２の装飾板２４４や調整歯車２３５と一体的に旋回中心Ｃ
Ｏを中心として旋回し、かつ、自転中心Ｃ１を中心として自転する。
【０１１５】
　なお、可動側部２５３には、ＬＥＤ電飾基板２４５のＬＥＤを点灯させるための図示し
ないフレキシブルハーネスが、ＬＥＤ電飾基板２４５に接続されるとともに、固定側部２
５１には、可動側部２５３に電流を流す等のための図示しないフレキシブルハーネスが、
保持部１９０の後面側を経て、回転基板部１４３側のスリップリング機構１３０の可動側
部１３２に接続されている。
【０１１６】
　（５）繰出装置と可動役物装置との動作
　ランプ制御部１００が、演出制御部９０から所定のコマンドを入力させれば、例えば、
ＬＥＤ電飾基板１６８を点灯させつつ、繰出装置３００を作動させて繰出可動部位３５０
を待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１に繰り出し、そして、可動役物２４１，２４２を第２画
像表示部２０の周囲を６回旋回させて、ついで、繰出可動部位３５０を繰出位置Ｐ１から
待機位置Ｐ０に復帰させ、ＬＥＤ電飾基板１６８を消灯させるコマンド信号を入力させれ
ば、つぎのように、繰出装置３００と可動役物装置１１０とが動作する。
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【０１１７】
　すなわち、まず、繰出装置３００の電動モータ３０２が駆動制御されて、図２５～２８
に示すように、歯車機構３０３を経て、回転板３０４が正面視で略１８０°時計回り方向
に回転する。そのため、回転板３０４の係止突起３０９が、係止している係止凹部３２２
を利用して、原動摺動体３１９を押し下げ、原動摺動体３１９が、ガイドロッド３１２に
案内されて下降しつつ、ピニオン３２３と固定側ラック３３０とを利用して、従動摺動体
３４０を押し下げる。そして、従動摺動体３４０は、スライドレール機構３１５に下降移
動を補助されて、引張りコイルばね３５２の付勢力に抗して、繰出可動部位３５０を繰出
位置Ｐ１に配置させる。
【０１１８】
　繰出可動部位３５０が繰出位置Ｐ１に配置されれば、繰出可動部位３５０に取り付けら
れた繰出移動体１０８の第２画像表示部２０や可動役物装置１１０も、第１画像表示部１
９の液晶画面１９ａの中央の繰出位置Ｐ１に配置される（図３参照）。なお、この時、第
２画像表示部２０の液晶画面２０ａには、第１画像表示部１９の液晶画面１９ａの画像演
出に対応する画像演出（例えば、所定のキャラクターの笑顔等）が表示される。
【０１１９】
　そして、可動役物装置１１０の電動モータ１３６が駆動制御され、回転基板部１４３を
、正面から見て、時計回り方向に６回転回転させる。すなわち、電動モータ１３６の駆動
軸１３７が駆動ギヤ１３８とともに回転し、駆動ギヤ１３８に噛合する従動ギヤ１４１が
回転し、回転基板部１４３のリングギヤ１４４を、正面から見て、時計回り方向に６回転
させる。
【０１２０】
　この時、可動役物２４１，２４２は、図３，４，７に示すように、当初、保持部１９０
，１９０に保持されて、第２画像表示部２０の左右に配置されていたが、回転基板部１４
３の正面から見た時計回り方向の回転により、旋回中心ＣＯを中心として左右に延びた長
円軌道で、第２画像表示部２０の液晶画面２０ａの周囲を、自転しつつ、旋回する。
【０１２１】
　すなわち、保持部１９０，１９０が、図１９に示すように、各係合部２００をガイド部
２２６に摺動させつつ、それぞれの遊星歯車２３０の大径歯車部２３１を太陽歯車２２２
に噛合させて、旋回中心ＣＯを中心として旋回する。そして、各遊星歯車２３０の小径歯
車部２３２に噛合する調整歯車２３５が、中心の軸支孔２３６に取り付けている可動役物
２４１，２４２の装飾板２４４を、正面から見て、同じ姿勢とするように、自転させるこ
ととなる（図３，４，７参照）。
【０１２２】
　なお、装飾板２４４は、裏面のＬＥＤ電飾基板２４５がＬＥＤを点灯させて、装飾効果
を高めて、第２画像表示部２０の周囲を旋回することとなる。
【０１２３】
　そして、回転基板部１４３が６回転すれば、電動モータ１３６が回転駆動を停止させ、
繰出装置３００の電動モータ３０２が、逆転駆動されて、回転板３０４を、正面から見て
反時計回り方向に、略１８０°回転させて、復帰させることから、原動摺動体３１９が上
昇し、従動摺動体３４０が、移動側ラック３４１、ピニオン３２３、及び、固定側ラック
３３０を利用して、引き上げられ、繰出可動部位３５０を待機位置Ｐ０に復帰させること
となって、第２画像表示部２０と可動役物装置１１０からなる繰出移動体１０８も、セン
ター役物装置１８の上枠部１８ｄに接するように、待機位置Ｐ０に復帰することとなる。
【０１２４】
　なお、可動役物装置１１０における可動役物２４１，２４２を左右に並べるように、回
転停止させる制御は、図２２，２３に示すように、第２画像表示部２０の後面側の下縁の
二箇所に配置された投光部として光源２０ｃ，２０ｄを、取付基板部１１２の第１開口１
１６及び第２開口１１７と回転基板部１４３のセンサ用開口１６６とを介在させて、受光
部としてのセンサ１２４，１２５がセンシングすることによって、なされている。
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【０１２５】
　すなわち、光源２０ｃ、第１開口１１６、及び、センサ１２４は、前後方向に沿って配
置され、同様に、光源２０ｄ、第２開口１１７、及び、センサ１２５も前後方向に沿って
配置されている。光源２０ｃ，２０ｄ相互、第１開口１１６、第２開口１１７相互、及び
、センサ１２４，１２５相互は、それぞれ、旋回中心ＣＯを中心として同心円状で、４０
°の角度でずれて配置されている。そして、回転基板部１４３のセンサ用開口１６６は、
回転基板部１４３が、保持部１９０，１９０を利用して可動役物２４１，２４２を、初期
位置の第２画像表示部２０の左右の配置させている場合には、図２３のＢに示すように、
光源２０ｄ、第２開口１１７、及び、センサ１２５と直列的に配置させるように構成され
て、センサ１２５が、センサ用開口１６６と第２開口１１７とを経て、光源２０ｄを検知
できるように構成されている。
【０１２６】
　このような構成では、回転基板部１４３が一回転する４０°前の状態では、図２３のＡ
に示すように、センサ用開口１６６が、光源２０ｃ、第１開口１１６、センサ１２４と前
後方向に沿って重なるように配置され（図２３ではセンサ用開口１６６Ａの位置に配置さ
れ）、センサ１２４は、光源２０ｃを受光するON信号を出力する状態となり、一方、セン
サ１２５は、第２開口１１７が回転基板部１４３に遮蔽されて、光源２０ｄを受光できず
、OFF信号を出力する状態となる。そして、この時のセンサ１２４，１２５からの信号を
入力したランプ制御部１００は、回転基板部１４３が一回転する直前の４０°手前位置と
検知できる。そのため、ランプ制御部１００は、回転基板部１４３が６回転を終了する直
前の上記のセンサ１２４のON信号及びセンサ１２５のOFF信号を入力したならば、まず、
電動モータ１３６を停止させるように電動モータ１３６を減速させる。その後、図２３の
Ｂに示すように、センサ用開口１６６が、光源２０ｄ、第２開口１１７、及び、センサ１
２５と前後方向に沿って重なれば（図２３ではセンサ用開口１６６Ｂの位置に配置されて
重なれば）、センサ１２４が受光OFF信号を出力し、センサ１２５が受光オン信号を出力
して、回転基板部１４３が、可動役物２４１，２４２を第２画像表示部２０の左右に配置
させる初期位置に配置された状態となり、ランプ制御部１００が、その回転基板部１４３
の初期位置への配置を検知でき、電動モータ１３６を停止制御する。その結果、円滑に、
回転基板部１４３や可動役物２４１，２４２が初期位置に復帰することとなる。
【０１２７】
　（６）実施形態の作用・効果
　１．
　実施形態のパチンコ遊技機１０では、演出制御手段８７の制御により、可動役物装置１
１０の可動役物２４１，２４２が、第２表示手段としての第２画像表示部２０の周囲を回
転（旋回）するため、遊技者が、第２画像表示部２０の周囲を旋回する可動役物２４１，
２４２と第２画像表示部２０とを同時に目視できて、楽しく遊技することができる。
【０１２８】
　２．
　実施形態のパチンコ遊技機１０では、可動役物装置１１０の動作時、可動役物２４１，
２４２が、第２画像表示部２０の周囲を回る回転運動と同期して自転運動し、同じ姿勢で
第２画像表示部２０の周囲を回る構成としている。
【０１２９】
　そのため、実施形態では、旋回時の可動役物２４１，２４２が、第２画像表示部２０の
周囲で、同じ姿勢で回転するため、可動役物２４１，２４２の表示する文字や柄が、遊技
者に見易くなって、可動役物２４１，２４２の演出動作と第２画像表示部２０の演出表示
とを、一層、遊技者に印象付けることができる。
【０１３０】
　３．
　実施形態のパチンコ遊技機１０では、待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１まで繰出可動部位
３５０を移動させるように、演出制御手段８７に動作を制御される繰出装置３００が配設
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されている。そして、第２画像表示部２０と可動役物装置１１０とが、繰出移動体１０８
として一体的に移動可能に、繰出可動部位３５０に保持されて、可動役物装置１１０の待
機位置Ｐ０からの繰出時に、可動役物２４１，２４２が、第２画像表示部２０の周囲を回
る構成としている。
【０１３１】
　そのため、実施形態では、可動役物装置１１０と第２画像表示部２０とが、繰出移動体
１０８として待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１まで一体的に繰り出され、そして、可動役物
２４１，２４２が、第２画像表示部２０の周囲を旋回できるため、遊技者は、一体的に繰
り出される第２画像表示部２０と可動役物装置１１０とを目視でき、かつ、第２画像表示
部２０の周囲を旋回する可動役物２４１，２４２も目視できて、一層、楽しく遊技するこ
とができる。
【０１３２】
　４．
　実施形態のパチンコ遊技機１０では、繰出移動体１０８が、繰出可動部位３５０に取り
付けられる取付基板部１１２を備え、取付基板部１１２が、第２画像表示部２０を保持す
るとともに、演出制御手段８７に作動を制御されて可動役物２４１，２４２を動作させる
一つの駆動源としての電動モータ１３６を保持している。そして、可動役物装置１１０が
、可動役物２４１，２４２を自転可能に保持する保持部１９０を備えるとともに、駆動源
の駆動力を、保持部１９０の回転運動に変換する回転運動変換機構１４０と、可動役物２
４１，２４２の自転運動に変換する自転運動変換機構２２０と、を備えて構成されている
。
【０１３３】
　そのため、実施形態では、可動役物２４１，２４２を旋回させる駆動源と自転させる駆
動源とを別々に配設せずに、一つの駆動源としての電動モータ１３６で可動役物２１４，
２４２を動作させることができて、可動役物装置１１０の構成を簡便にすることができる
。
【０１３４】
　５．
　実施形態のパチンコ遊技機では、取付基板部１１２と第２画像表示部２０との間に、回
転運動変換機構１４０と自転運動変換機構２２０とを構成するように、第２画像表示部２
０の後面側に配置されて、可動役物２４１，２４２の旋回軌道と略相似形とする歯溝を設
けた太陽歯車２２２と、太陽歯車２２２に噛合する遊星歯車２３０と、遊星歯車２３０と
噛合する調整歯車２３５と、を有してなる遊星歯車機構２２１、が配設されている。さら
に、取付基板部１１２と第２画像表示部２０との間には、保持部１９０を保持して回転す
る遊星キャリアとしての回転基板部１４３が配設されている。回転基板部１４３は、取付
基板部１１２に回転可能に支持され、かつ、電動モータ１３６の回転駆動によって、遊技
盤１５と直交する回転軸（旋回中心ＣＯ）として回転する構成としている。保持部１９０
は、太陽歯車２２２に噛合する遊星歯車２３０と、遊星歯車２３０に噛合する調整歯車２
３５とを回動可能に支持する。さらに、可動役物２４１，２４２には、調整歯車２３５の
中心に設けられた軸支孔２３６に挿入されて、調整歯車２３５に連結される役物支持軸部
２４７が、後面側から後方に突設されている。そして、遊星歯車２３０と調整歯車２３５
とは、可動役物２４１，２４２の旋回運動を自転運動に変換するようにギヤ比が調整され
ている。
【０１３５】
　そのため、実施形態では、遊星歯車機構２２１を利用して、可動役物２４１，２４２の
回転運動と自転運動とを行っており、例えば、可動役物を保持する保持部をアーム状にし
て、第２画像表示部２０の周囲を旋回・自転運動させる場合に比べて、歯車機構の歯車の
段数を少なくして、簡便に構成できる。あるいは、プーリ等を利用する場合に比べて、耐
久性よく構成できる。
【０１３６】
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　６．
　さらに、実施形態では、可動役物２４１，２４２が、太陽歯車２２２の歯溝を対応させ
て、左右方向に延びた長円形の旋回軌道として配設され、第２画像表示部２０の後面側に
、太陽歯車２２２の歯溝に沿って、ガイド部２２６が配設されている。そして、保持部１
９０が、ガイド部２２６に案内される係合部２００を有し、回転基板部１４３に対して、
ガイド部２２６による案内移動を許容されて保持されている。
【０１３７】
　そのため、実施形態では、可動役物２４１，２４２を長円形の旋回軌道で移動させるこ
とができ、第２画像表示部２０の液晶画面２０ａが、正方形や円形でなく、左右方向に延
びた長方形となって、第２画像表示部２０の飾り枠２０ｅが左右に延びた長円形となって
いても、その長手方向に沿わせるように、可動役物２４１，２４２を移動させることがで
きて、横長の長方形の第２画像表示部２０の画像演出と一体的な可動役物２４１，２４２
の動作を遊技者に見せて、遊技者の目を楽しませることができる。
【０１３８】
　なお、保持部１９０は、実施形態の場合、内側ガイドピン部１９２と外側ガイドピン部
１９３とが、回転基板部１４３に設けられた主ガイド溝１６１と摺動溝１６５とに摺動し
て、案内移動される。また、保持部１９０は、外側ガイドピン部１９３が、ねじ止めした
ローラ１９７を摺動溝１６５に係合させて、回転基板部１４３から外れないように保持さ
れている。
【０１３９】
　７．
　さらに、実施形態では、ガイド部２２６が、可動役物２４１，２４２の長円形の旋回軌
道における長軸側に沿う部位に、旋回中心ＣＯ側に接近する湾曲部２２８を備えて、可動
役物２４１，２４２が、旋回軌道の長軸側に沿う移動を、略直線移動とするように、構成
されている。
【０１４０】
　そのため、実施形態では、可動役物２４１，２４２を長円形の旋回軌道で移動させる際
、可動役物２４１，２４２を長軸側に沿って円滑に直線移動させることできて、一層、横
長の第２画像表示部２０の画像演出と一体的な可動役物２４１，２４２の動作を遊技者に
見せることができる。
【０１４１】
　８．
　また、実施形態では、可動役物２４１，２４２が、第２画像表示部２０の周囲に複数（
実施形態では２個）配設されている。
【０１４２】
　すなわち、実施形態では、可動役物２４１，２４２が複数あるため、より一層、遊技者
の目を楽しませることができる。
【０１４３】
　９．
　さらに、実施形態では、可動役物２４１，２４２が、第２画像表示部２０の周囲の点対
称的の位置に、二つ配設されている。また、回転基板部１４３が、各可動役物２４１，２
４２に対応した保持部１９０におけるガイド部２２６による案内移動を許容する部位を、
表裏を貫通する主ガイド溝１６１として、配設するとともに、主ガイド溝１６１から旋回
中心ＣＯを基準に９０°ずらした位置に、主ガイド溝１６１と略同形の副ガイド溝１６２
を貫通させて構成されている。主ガイド溝１６１には、保持部１９０に設けたガイドピン
部（内側ガイドピン部）１９２が嵌挿される。そして、二つずつのリンク片１７０，１７
５が、回転基板部１４３の前面側と後面側とにおいて、旋回中心ＣＯから９０°ずらした
点対称の位置で、各副ガイド溝１６２をそれぞれ貫通する補助軸部１７９と、内側ガイド
ピン部１９２とを利用して、環状に連なるように、相互に連結されて、配設されている。
【０１４４】
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　すなわち、このような構成では、長円形の旋回軌道の可動役物２４１，２４２が、点対
称の位置に、二つ配設されることとなっても、環状に連なる二つずつのリンク片１７０，
１７５からなる平行リンク機構と、リンク片１７０，１７５の端部相互を連結させた補助
軸部１７９と内側ガイドピン部１９２との軸支部位を摺動させる主ガイド溝１６１と副ガ
イド溝１６２と、を利用して、旋回中心ＣＯから点対称の位置に、同期させるように、容
易に配置させることができて、保持部１９０の回転基板部１４３への組付作業が容易に行
なえる。さらに、このような構成では、二つの可動役物２４１，２４２の点対称的な旋回
運動も安定させることにも寄与できる。
【０１４５】
　１０．
　さらに、実施形態では、可動役物２４１，２４２が、それぞれ、光源（ＬＥＤ電飾基板
２４５のＬＥＤ）を配設させるとともに、保持部１８９との間に、スリップリング機構２
５０を配設させている。スリップリング機構２５０は、保持部１８９側（詳しくは前支持
板部２０５）に結合される固定側部２５１と、ＬＥＤ電飾基板２４５側に結合される可動
側部２５３と、を備えて、可動側部２５３が、スリップリング機構２５０を貫通する役物
支持軸部２４７を回転中心として、固定側部２５１に対して回転しても、電気的に接続さ
れて、ＬＥＤ電飾基板２４５に図示しないフレキシブルハーネスを接続させている。
【０１４６】
　さらに、取付基板部１１２側に結合される固定側部１３１と、回転基板部１４３側に結
合される可動側部１３２と、を備えてなるスリップリング機構１３０が、取付基板部１１
２と回転基板部１４３との間に配設されて、可動側部１３２が、旋回中心ＣＯを回転中心
として、固定側部１３１に対して回転しても、電気的に接続されている。そして、可動側
部１３２が、各可動役物２４１，２４２のスリップリング機構２５０の固定側部２５１に
、図示しないフレキシブルハーネスを接続させている。
【０１４７】
　そのため、回転基板部１４３が取付基板部１１２に対して回転し、各可動役物２４１，
２４２が、自転するように、回転基板部１４３に保持された保持部１８９に対して相対的
に回転しても、取り回しに不便となる長いハーネスを利用することなく、取付基板部１１
２に取り付けた配線基板１２３から、図示しないフレキシブルハーネスやスリップリング
機構１３０，２５０を介在させて、ＬＥＤ電飾基板２４５に通電できて、可動役物２４１
，２４２が、ＬＥＤの点灯による電飾効果を容易に発揮できる。
【０１４８】
　１１．
　さらにまた、実施形態では、第２画像表示部２０の後面に、投光部としての二つの光源
２０ｃ，２０ｄが配設され、取付基板部１１２に、光源２０ｃ，２０ｄに対応する受光部
としての二つのセンサ１２４，１２５が配設されている。これらの光源２０ｃ，２０ｄ相
互と、センサ１２４，１２５相互とは、旋回中心ＣＯを中心とした所定角度、実施形態で
は４０°、の角度を設けて、同心的に配設されている。そして、光源２０ｃ，２０ｄとセ
ンサ１２４，１２５との間の回転基板部１４３に、旋回中心ＣＯを中心として、光源２０
ｃ，２０ｄやセンサ１２４，１２５と同心的に、一つのセンサ用開口１６６が配設されて
、回転基板部１４３の回転時、センサ用開口１６６が、光源２０ｃとセンサ１２４との間
に配置されれば、センサ１２４が受光ON信号を出力し、光源２０ｄとセンサ１２５との間
に配置されれば、センサ１２５が受光ON信号を出力するように構成されている。
【０１４９】
　また、センサ用開口１６６は、回転基板部１４３の回転とともに、光源２０ｃとセンサ
１２４との間を経て、光源２０ｄとセンサ１２５との間に至るように、回転し、そして、
センサ用開口１６６が、光源２０ｄとセンサ１２５との間に配置された際、回転基板部１
４３は、回転を停止させる位置として、構成されている。
【０１５０】
　そのため、実施形態では、回転基板部１４３の回転停止の直前に、センサ用開口１６６
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が光源２０ｃとセンサ１２４との間に配置されれば、センサ１２４が受光ON信号を出力す
るため、演出制御手段８７は、その信号から、回転基板部１４３の回転停止の所定角度前
、実施形態では４０°手前にあることを検知できて、駆動源としての電動モータ１３６の
回転駆動力を低減させるように、減速制御する。そして、センサ用開口１６６が光源２０
ｄとセンサ１２５との間に配置されれば、センサ１２５が受光ON信号を出力するため、演
出制御手段８７は、回転基板部１４３が所定の停止位置に配置されたことを検知し、駆動
源としての電動モータ１３６を停止制御する。
【０１５１】
　したがって、実施形態の場合には、二組の投光部（光源）２０ｃ，２０ｄと受光部（セ
ンサ）１２４，１２５、及び、一つのセンサ用開口１６６によって、回転基板部１４３を
、所定位置に安定して停止させることができる。
【０１５２】
　なお、実施形態では、投光部側を第２画像表示部２０側に配置し、受光側を取付基板部
１１２側に配置したが、逆の構成としてもよい。
【０１５３】
　（７）変形例
　１．
　実施形態では、可動役物２４１，２４２が、正面から見て時計回り方向に旋回した場合
を説明したが、正面から見て、反時計回り方向に旋回してもよく、さらに、時計回り方向
と反時計回り方向とを織り交ぜて、第２画像表示部２０の周囲を回転してもよい。
【０１５４】
　２．
　実施形態では、二つの可動役物２４１，２４２を旋回させたが、可動役物は、一つでも
よいし、あるいは、旋回中心ＣＯを中心として、放射状に３個以上配設させてもよい。
【０１５５】
　３．
　実施形態では、可動役物２４１，２４２を、第２画像表示部（第２表示手段）２０の周
囲で、旋回中心ＣＯを中心として同じ姿勢で旋回させるように、自転させた場合を示した
が、可動役物は、単に、旋回中心ＣＯ回りで回転させたり、さらに、その旋回方向の方向
に沿って余分に回転させたり、あるいは、その旋回方向と逆方向に回転させてもよい。
【０１５６】
　４．
　実施形態では、遊星歯車機構２２１の太陽歯車２２２の歯溝を、左右方向に延びた長円
形状に配設した場合を示したが、太陽歯車２２２の歯溝を対応させて、上下方向に長い長
円形状や楕円形状、あるいは、斜め方向に長い長円形状や楕円形状の旋回軌道で、可動役
物を旋回させるように構成してもよい。
【０１５７】
　５．
　実施形態では、繰出装置３００として、カム状の回転板３０４を回転させて、回転板３
０４に設けた係止突起３０９やラック機構を利用して、繰出可動部位３５０を下方に繰り
出させる構成を例示したが、第２画像表示部２０と可動役物装置１１０とからなる繰出移
動体１０８を、待機位置Ｐ０から繰出位置Ｐ１に繰出すことができれば、他のリンク機構
やソレノイド、あるいは、エアシリンダ等を利用して、繰出装置を構成してもよい。
【０１５８】
　さらに、繰り出す方向は、横方向に繰り出したり、あるいは、上方に繰り出して、第１
画像表示部１９の中央や中央から外れた縁側に、配置させるように構成してもよい。
【０１５９】
　６．
　さらにまた、繰出移動体１０８の繰出位置Ｐ１は、遊技者が繰出移動体１０８を目視で
きれば、第１画像表示部１９の前方に限らない。



(23) JP 5492250 B2 2014.5.14

10

20

30

【０１６０】
　さらに、繰出移動体１０８の待機位置Ｐ０は、遊技者が繰出移動体１０８を目視できな
くともよい。
【０１６１】
　７．
　さらにまた、繰出装置３００を使用せずに、静止している第２表示手段の周囲を可動役
物装置の可動役物が回転するように構成してもよい。
【０１６２】
　８．
　さらに、実施形態では、繰出移動体１０８が繰出位置Ｐ１に配置された後に、可動役物
２４１，２４２を旋回させるように構成したが、繰出位置Ｐ１に至る前の繰出途中から、
可動役物２４１，２４２を旋回し始めるように構成してもよい。
【０１６３】
　９．
　また、実施形態では、第２表示手段として、液晶画面２０ａを備えた第２画像表示部２
０を例示したが、第２表示手段は、液晶画面２０ａを備えたものに限らず、演出制御手段
８７に表示を制御されるような、例えば、ランプやＬＥＤ等の光源を点灯させるような表
示部や、所定の可動役物を動作させて所定の字や印等を表示させる表示部から構成しても
よい。
【符号の説明】
【０１６４】
　１０…パチンコ遊技機、１９…（第１表示手段）第１画像表示部、２０…（第２表示手
段）第２画像表示部、８７…演出制御手段、１０８…繰出移動体、
　１１０…可動役物装置、１１２…取付基板部、１３５…駆動機構、１３６…（駆動源）
電動モータ、１４０…回転運動変換機構、１４３…回転基板部、１９０…保持部、２２０
…自転運動変換機構、２２１…遊星歯車機構、２２２…太陽歯車、２３０…遊星歯車、２
３５…調整歯車、２４１，２４２…可動役物、２４７…役物支持軸部、
　３００…繰出装置、３５０…繰出可動部位、Ｐ０…（繰出移動体の）待機位置、Ｐ１…
（繰出移動体の）繰出位置、
　ＣＯ…（回転中心）旋回中心。
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